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新学習指導要領の原点



事前課題：

平成20年の学習指導要領の中学校英語
（小学校はまだ外国語活動しかないので）の目標と内容
（https://erid.nier.go.jp/files/COFS/h19j/chap2-9.htm）

と新学習指導要領の中学校英語の目標と内容
（https://erid.nier.go.jp/files/COFS/h29j/chap2-9.htm）

を比べて、その違いについて考えてみてくださ
い。



英 語 （平成28年）
１ 目 標

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指し
た指導を通して，第１の（１）及び（２）に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，第１の（３）に示す資質・能力を育成する。
（１）聞くこと
ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができるようにする。
イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるようにする。
ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えることができるようにする。

（２）読むこと
ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ることができるようにする。
イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることができるようにする。
ウ 社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉えることができるようにする。

（３）話すこと［やり取り］
ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるように
する。

（４）話すこと［発表］
ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて話すことができるようにする。

（５）書くこと
ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて書くことができるようにする。

英語 （平成20年）
1目標
（1） 初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解できるようにする。
（2） 初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるようにする。
（3） 英語を読むことに慣れ親しみ，初歩的な英語を読んで書き手の意向などを理解できるようにする。
（4） 英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて自分の考えなどを書くことができるようにする。
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